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大好評！！
『シャロームイスラエル
SeasonⅡ』（全20話）

日本CGNTVドキュメンタリー番組
『ターニングポイント～人生を変えた旅～』 　　

ご視聴はCGNTV、YouTube共に
「シャロームイスラエルシーズン2」
で検索　　
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祈りの課題
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七つの祭り（レビ記23章）」についての内容で、栄子・スティーブン
スの書き下ろし執筆中です。聖書の預言の実現が加速している今、
神の真実な愛を日本の人々に伝えるため、イスラエルの七つの例祭
について分かりやすく解説いたします。新しい時代に備えるオメガ
の出版活動を覚えてお祈りください。

ビル＆栄子・スティーブンス夫妻のために
　お祈りをありがとうございます。アメリカにおられるご夫妻
の健康と生活が格別に守られるように。現在、新小冊子の原稿
執筆中です。栄子師の執筆活動の上に、ますます油注ぎがあります
ように。
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時を支配する主の奇跡
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この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、
幸いである。時が近づいているからである。ヨハネの黙示録1章3節
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未来の預言―その1『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！
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難解と言われるヨハネの黙示録を読み始める前に、おすすめの一冊です！！
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もう一度来られる 
～黙示録ダイジェスト～

小冊子完結編シリーズ
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聖書のことばは
その通りになる

イスラエルの歴史と
日本のリバイバルの関係シリーズ Vol.4
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New

イスラエル旧市街のユダヤ人居住地区の通りにあるイスラエル12部族のモザイク
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Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.9

未来の預言
―その1

用語が出てこなくなります。3章の終わ
りまでは、「教会」ということばが19回
出てきます。3章の終わりまでにはクリ
スチャンたちが登場していましたが、4
章からはイスラエルに関する用語がた
くさん出てきます。

これまでイエス様は、「わたしはアル
ファであり、オメガである」（黙1:8）と
いうような力強い名称が使われている、
教会の中心なるお方でした。

5章からは、「ユダ族から出た獅子、
ダビデの根」（5:5）という名称で表され
ています。また7章では「十四万四千
人」（7:4）が、イスラエルの12部族か
ら選ばれていることが明確に書かれて
います(7:3 ～ 8、14:1 ～ 5)。

この2千年の間、何の意味もないよう
に思われていたイスラエル用語ですが、

「この後、必ず起こる事」（4:1）だとされ
ていることは、終わりの日にイスラエ
ルの民が重要な立場にあることを示し
ているのでしょう。

20世紀半ばから、イスラエルという
国が実在していることからも、終わり
の日の近付いていることが分かります。

雰囲気が全く変わります。先に学んで
きた1章から3章までは、第一の幻でイ
エス・キリストの栄光が繰り返されて
いました。しかし、ここからは七つの
教会についての事柄から一変し、教会

天で見る未来の幻
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）は、
神様から与えられた四つの幻が書かれ
ています。これから学ぶ4章1節からは、

黙示録4章2節と3節、「たちまち私
は御霊に感じた。すると見よ。天に一
つの御座があり、その御座に着いてい
る方があり、その方は、碧玉や赤めの
うのように見え、その御座の回りには、
緑玉のように見える虹があった」。ここ
で、「たちまち、私は御霊に感じた」と、
ヨハネは御霊によって突然、地上から
天に連れ上げられていきます。「天に一
つの御座があり、その御座に着いてい
る方があり」と、ヨハネは天の至聖所、
神様のご臨在される場所に入っていま
す。「その方は、碧玉や赤めのうのよう
に見え、その御座の回りには、緑玉の
ように見える虹があった」と、神様の御
座の周辺について記しています。

「この後、必ず起こる事」だと念押しし
ておられます。

さて、これまでは、イエス・キリス
トの栄光のお姿と、現存の教会への
メッセージでしたが、ここから先は、
未来に起こる預言が伝えられていきま
す。ヨハネは天に上げられ、9章の終わ
りまで、天国で終末のメッセージがヨ
ハネに伝えられます。10章1節では、
御使いが雲に包まれ、天から地上に降
りてくる幻を見ます。11章15節から
19節では、ヨハネは再び天に戻ってい
ます。12章では地上で幻を見、14章で
は天国にいます。ヨハネ自身、時に天
にいるのか地にいるのか混乱しており、
まるで天と地の間を恍惚状態のように
行き来しているような様子です。

この後に必ず起こる事
黙示録4章1節、「その後、私は見た。

見よ。天に一つの開いた門があった。
また、先にラッパのような声で私に呼
びかけるのが聞こえたあの初めの声が
言った。『ここに上れ。この後、必ず起
こる事をあなたに示そう』」と、これま
で地球上で見ていた幻ではなく、今度
は天に開いていた門が見えています。

「先にラッパのような声で私に呼びかけ
るのが聞こえたあの初めの声」という
のは、黙示録1章で大祭司の姿で現れ
たイエス様のラッパのような声のこと
です。裁判官の姿で現れた時には、大
水のような恐ろしい声でした。「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなた
に示そう」と、いよいよ未来の事を伝
えるのだと語られています。この事を、

2003年、アメリカ・ネブラスカ在住
のコルトン・バーポという4歳の男の子
が、盲腸破裂で危うく死にかけた時に、
天国に行った経験をしました。『天国は、
ほんとうにある』（2011 青志社）という
コルトン君の父が書いた本では、天国
が虹色だったことを描写しています。
そのほかにも、アメリカ・イリノイに
住む12歳の少女アキアネ・クラマリッ
クが天国に行った体験で、彼女もやは
り虹色の世界を描いており、今も天才
画家として知られています。

次に、黙示録4章4節では、「また、
御座の回りに二十四の座があった。こ
れらの座には、白い衣を着て、金の冠
を頭にかぶった二十四人の長老たちが
すわっていた」と書かれています。この
24人は誰なのでしょう。多くの神学者
は、12使徒とイスラエル12部族の頭た
ちで完成された教会を表していると考
えています。エペソ人への手紙2章14
節から16節ではこのように、実現の姿
であると古くから考えられています「キ
リストこそ私たちの平和であり、二つ
のものを一つにし、隔ての壁を打ちこ
わし、ご自分の肉において、敵意を廃
棄された方です。敵意とは、さまざま
の規定から成り立っている戒めの律法
なのです。このことは、二つのものを

セラフィムの賛美に参加して、24人
の長老は冠を頂くために忍耐してきた
のですが、彼らは神様の御前で冠を投
げ出しています。これは冠を捨ててい
るのではなく、神様の御前に立つ時、
冠を外しているのだと考えられます。
主からの最高のプレゼントですから、
永久に大切に、かぶらせて頂く冠です。
しかし、主は栄光と誉れと力とを受け
るにふさわしい方ですから、彼らは自
分たちが冠をかぶっていることを恥ず
かしく思い、へりくだってひれ伏しま
した。神学者の中には、彼らは主から
頂いたご褒美の冠を主にお返しして、
褒美を頂かなかった者たちと同じ立場
となり、へりくだっている様子を表し
ているのだという人もいます。

「みこころゆえに、万物は存在し、ま
た創造されたのですから」（黙4:11）と
は、創造の理由を語っています。私た
ちが存在しているのは、神様がそれを
お望みになったからです。私たちは主
を礼拝し、御心を行うために生まれて
きたのです。

で、エゼキエル書10章21節には、「四
つの翼を持っていた」ケルビムと同じよ
うな種類の天の生き物であると考えら
れます。彼らはイザヤ書6章3節でも、

「聖なる、聖なる、聖なる、万軍の主。
その栄光は全地に満つ」と叫んでいます。

「六つの翼があり、その回りも内側も目
で満ちていた」（黙4:8）というのは、六
つの羽はスピードを表し、目で満ちて
いるのは途切れのない警戒、または眠
ることがない偉大なる知識を表してい
るようです。

黙示録4章9節から11節、「また、こ
れらの生き物が、永遠に生きておられ
る、御座に着いている方に、栄光、誉
れ、感謝をささげるとき、二十四人の
長老は御座に着いている方の御前にひ
れ伏して、永遠に生きておられる方を
拝み、自分の冠を御座の前に投げ出し
て言った。『主よ。われらの神よ。あな
たは、栄光と誉れと力とを受けるにふ
さわしい方です。あなたは万物を創造
し、あなたのみこころゆえに、万物は
存在し、また創造されたのですから』」

四つの生き物と
翼のある天の生き物

黙示録4章6節から8節、「御座の前
は、水晶に似たガラスの海のようで
あった。御座の中央と御座の回りに、
前もうしろも目で満ちた四つの生き物
がいた。第一の生き物は、獅子のよう
であり、第二の生き物は雄牛のようで
あり、第三の生き物は人間のような顔
を持ち、第四の生き物は空飛ぶ鷲のよ
うであった。この四つの生き物には、
それぞれ六つの翼があり、その回りも
内側も目で満ちていた。彼らは、昼も
夜も絶え間なく叫び続けた。『聖なるか
な、聖なるかな、聖なるかな。神であ
られる主、万物の支配者、昔いまし、
今いまし、後に来られる方』」
「水晶に似たガラスの海」という光景は、
無風の湖がまるでガラスのように見え
る時のようです。地球上にはない美し
さなので、このような表現をしている
のでしょう。黙示録15章2節では「火
の混じった、ガラスの海のようなもの
を見た」（15:2）ということばが再び使
われています。四つの生き物で、「第一
の生き物は、獅子のよう」というのは、
野獣の王を象徴しています。「第二の生
き物は雄牛のよう」とは家畜の王を象徴
しています。「第三の生き物は人間のよ
うな顔を持ち」とは、地上の支配者であ
る人間です。「第四の生き物は空飛ぶ鷲
のよう」と、鳥の王を現しています。

これらの生き物が、創造主の御業を
いつもほめたたえている様子を伝えて
います。天の生き物は霊の生き物で、
地の生き物は肉なる生き物です。神様
は、天にも地にも同じような顔をした
生き物を創造されたとも考えられます。

六つの翼があります。これは、イザ
ヤ書6章2節で、「六つの翼があり」と
言われたセラフィムと呼ばれた生き物

ご自身において新しいひとりの人に造
り上げて、平和を実現するためであり、 
また、両者を一つのからだとして、十
字架によって神と和解させるためなの
です。敵意は十字架によって葬り去ら
れました」

長老ですから天使ではありません。
しかし、教会の聖徒であるとは書かれ
ていません。彼らがかぶっている金の
冠は、ギリシャ語のステパノスです。
勝利を得た者が褒美に頂く冠なのです。

「白い衣を着ている」と言うだけでは、
誰なのかが分かりませんが、勝利者が
頂く冠をかぶっていますから御使いで
はないと思われます。恐らく、12使徒
とその他特別に選ばれた、イエス様の
救いを受けている12人の人間だと考え
られます。

黙示録4章5節、「御座からいなずま
と声と雷鳴が起こった。七つのともし
びが御座の前で燃えていた。神の七つ
の御霊である」。「いなずまと声と雷鳴が
起こった」とは、神様のご臨在を現わし、

「七つのともしび」は神様の栄光である
シャカイナグローリーを現しています。

「神の七つの御霊である」とは、神様の
力、名誉、富、知恵、愛、あわれみ、恵み
の全方面において完全な、全知全能の
神様を表していると考えられます。

イスラエル旧市街のシナゴーグ
（ユダヤ教の会堂）の正面にある
イスラエル12部族のモザイク

嘆きの壁で祈る人々 建国以降、世界中から移民たちがベングリオン空港に到着した（2007）

へきぎょく

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。
2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。
現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。
日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。

栄子・スティーブンス



02 03

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.9

未来の預言
―その1

用語が出てこなくなります。3章の終わ
りまでは、「教会」ということばが19回
出てきます。3章の終わりまでにはクリ
スチャンたちが登場していましたが、4
章からはイスラエルに関する用語がた
くさん出てきます。

これまでイエス様は、「わたしはアル
ファであり、オメガである」（黙1:8）と
いうような力強い名称が使われている、
教会の中心なるお方でした。

5章からは、「ユダ族から出た獅子、
ダビデの根」（5:5）という名称で表され
ています。また7章では「十四万四千
人」（7:4）が、イスラエルの12部族か
ら選ばれていることが明確に書かれて
います(7:3 ～ 8、14:1 ～ 5)。

この2千年の間、何の意味もないよう
に思われていたイスラエル用語ですが、

「この後、必ず起こる事」（4:1）だとされ
ていることは、終わりの日にイスラエ
ルの民が重要な立場にあることを示し
ているのでしょう。

20世紀半ばから、イスラエルという
国が実在していることからも、終わり
の日の近付いていることが分かります。

雰囲気が全く変わります。先に学んで
きた1章から3章までは、第一の幻でイ
エス・キリストの栄光が繰り返されて
いました。しかし、ここからは七つの
教会についての事柄から一変し、教会

天で見る未来の幻
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）は、
神様から与えられた四つの幻が書かれ
ています。これから学ぶ4章1節からは、

黙示録4章2節と3節、「たちまち私
は御霊に感じた。すると見よ。天に一
つの御座があり、その御座に着いてい
る方があり、その方は、碧玉や赤めの
うのように見え、その御座の回りには、
緑玉のように見える虹があった」。ここ
で、「たちまち、私は御霊に感じた」と、
ヨハネは御霊によって突然、地上から
天に連れ上げられていきます。「天に一
つの御座があり、その御座に着いてい
る方があり」と、ヨハネは天の至聖所、
神様のご臨在される場所に入っていま
す。「その方は、碧玉や赤めのうのよう
に見え、その御座の回りには、緑玉の
ように見える虹があった」と、神様の御
座の周辺について記しています。

「この後、必ず起こる事」だと念押しし
ておられます。

さて、これまでは、イエス・キリス
トの栄光のお姿と、現存の教会への
メッセージでしたが、ここから先は、
未来に起こる預言が伝えられていきま
す。ヨハネは天に上げられ、9章の終わ
りまで、天国で終末のメッセージがヨ
ハネに伝えられます。10章1節では、
御使いが雲に包まれ、天から地上に降
りてくる幻を見ます。11章15節から
19節では、ヨハネは再び天に戻ってい
ます。12章では地上で幻を見、14章で
は天国にいます。ヨハネ自身、時に天
にいるのか地にいるのか混乱しており、
まるで天と地の間を恍惚状態のように
行き来しているような様子です。

この後に必ず起こる事
黙示録4章1節、「その後、私は見た。

見よ。天に一つの開いた門があった。
また、先にラッパのような声で私に呼
びかけるのが聞こえたあの初めの声が
言った。『ここに上れ。この後、必ず起
こる事をあなたに示そう』」と、これま
で地球上で見ていた幻ではなく、今度
は天に開いていた門が見えています。

「先にラッパのような声で私に呼びかけ
るのが聞こえたあの初めの声」という
のは、黙示録1章で大祭司の姿で現れ
たイエス様のラッパのような声のこと
です。裁判官の姿で現れた時には、大
水のような恐ろしい声でした。「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなた
に示そう」と、いよいよ未来の事を伝
えるのだと語られています。この事を、

2003年、アメリカ・ネブラスカ在住
のコルトン・バーポという4歳の男の子
が、盲腸破裂で危うく死にかけた時に、
天国に行った経験をしました。『天国は、
ほんとうにある』（2011 青志社）という
コルトン君の父が書いた本では、天国
が虹色だったことを描写しています。
そのほかにも、アメリカ・イリノイに
住む12歳の少女アキアネ・クラマリッ
クが天国に行った体験で、彼女もやは
り虹色の世界を描いており、今も天才
画家として知られています。

次に、黙示録4章4節では、「また、
御座の回りに二十四の座があった。こ
れらの座には、白い衣を着て、金の冠
を頭にかぶった二十四人の長老たちが
すわっていた」と書かれています。この
24人は誰なのでしょう。多くの神学者
は、12使徒とイスラエル12部族の頭た
ちで完成された教会を表していると考
えています。エペソ人への手紙2章14
節から16節ではこのように、実現の姿
であると古くから考えられています「キ
リストこそ私たちの平和であり、二つ
のものを一つにし、隔ての壁を打ちこ
わし、ご自分の肉において、敵意を廃
棄された方です。敵意とは、さまざま
の規定から成り立っている戒めの律法
なのです。このことは、二つのものを

セラフィムの賛美に参加して、24人
の長老は冠を頂くために忍耐してきた
のですが、彼らは神様の御前で冠を投
げ出しています。これは冠を捨ててい
るのではなく、神様の御前に立つ時、
冠を外しているのだと考えられます。
主からの最高のプレゼントですから、
永久に大切に、かぶらせて頂く冠です。
しかし、主は栄光と誉れと力とを受け
るにふさわしい方ですから、彼らは自
分たちが冠をかぶっていることを恥ず
かしく思い、へりくだってひれ伏しま
した。神学者の中には、彼らは主から
頂いたご褒美の冠を主にお返しして、
褒美を頂かなかった者たちと同じ立場
となり、へりくだっている様子を表し
ているのだという人もいます。

「みこころゆえに、万物は存在し、ま
た創造されたのですから」（黙4:11）と
は、創造の理由を語っています。私た
ちが存在しているのは、神様がそれを
お望みになったからです。私たちは主
を礼拝し、御心を行うために生まれて
きたのです。

で、エゼキエル書10章21節には、「四
つの翼を持っていた」ケルビムと同じよ
うな種類の天の生き物であると考えら
れます。彼らはイザヤ書6章3節でも、

「聖なる、聖なる、聖なる、万軍の主。
その栄光は全地に満つ」と叫んでいます。

「六つの翼があり、その回りも内側も目
で満ちていた」（黙4:8）というのは、六
つの羽はスピードを表し、目で満ちて
いるのは途切れのない警戒、または眠
ることがない偉大なる知識を表してい
るようです。

黙示録4章9節から11節、「また、こ
れらの生き物が、永遠に生きておられ
る、御座に着いている方に、栄光、誉
れ、感謝をささげるとき、二十四人の
長老は御座に着いている方の御前にひ
れ伏して、永遠に生きておられる方を
拝み、自分の冠を御座の前に投げ出し
て言った。『主よ。われらの神よ。あな
たは、栄光と誉れと力とを受けるにふ
さわしい方です。あなたは万物を創造
し、あなたのみこころゆえに、万物は
存在し、また創造されたのですから』」

四つの生き物と
翼のある天の生き物

黙示録4章6節から8節、「御座の前
は、水晶に似たガラスの海のようで
あった。御座の中央と御座の回りに、
前もうしろも目で満ちた四つの生き物
がいた。第一の生き物は、獅子のよう
であり、第二の生き物は雄牛のようで
あり、第三の生き物は人間のような顔
を持ち、第四の生き物は空飛ぶ鷲のよ
うであった。この四つの生き物には、
それぞれ六つの翼があり、その回りも
内側も目で満ちていた。彼らは、昼も
夜も絶え間なく叫び続けた。『聖なるか
な、聖なるかな、聖なるかな。神であ
られる主、万物の支配者、昔いまし、
今いまし、後に来られる方』」
「水晶に似たガラスの海」という光景は、
無風の湖がまるでガラスのように見え
る時のようです。地球上にはない美し
さなので、このような表現をしている
のでしょう。黙示録15章2節では「火
の混じった、ガラスの海のようなもの
を見た」（15:2）ということばが再び使
われています。四つの生き物で、「第一
の生き物は、獅子のよう」というのは、
野獣の王を象徴しています。「第二の生
き物は雄牛のよう」とは家畜の王を象徴
しています。「第三の生き物は人間のよ
うな顔を持ち」とは、地上の支配者であ
る人間です。「第四の生き物は空飛ぶ鷲
のよう」と、鳥の王を現しています。

これらの生き物が、創造主の御業を
いつもほめたたえている様子を伝えて
います。天の生き物は霊の生き物で、
地の生き物は肉なる生き物です。神様
は、天にも地にも同じような顔をした
生き物を創造されたとも考えられます。

六つの翼があります。これは、イザ
ヤ書6章2節で、「六つの翼があり」と
言われたセラフィムと呼ばれた生き物

ご自身において新しいひとりの人に造
り上げて、平和を実現するためであり、 
また、両者を一つのからだとして、十
字架によって神と和解させるためなの
です。敵意は十字架によって葬り去ら
れました」

長老ですから天使ではありません。
しかし、教会の聖徒であるとは書かれ
ていません。彼らがかぶっている金の
冠は、ギリシャ語のステパノスです。
勝利を得た者が褒美に頂く冠なのです。

「白い衣を着ている」と言うだけでは、
誰なのかが分かりませんが、勝利者が
頂く冠をかぶっていますから御使いで
はないと思われます。恐らく、12使徒
とその他特別に選ばれた、イエス様の
救いを受けている12人の人間だと考え
られます。

黙示録4章5節、「御座からいなずま
と声と雷鳴が起こった。七つのともし
びが御座の前で燃えていた。神の七つ
の御霊である」。「いなずまと声と雷鳴が
起こった」とは、神様のご臨在を現わし、

「七つのともしび」は神様の栄光である
シャカイナグローリーを現しています。

「神の七つの御霊である」とは、神様の
力、名誉、富、知恵、愛、あわれみ、恵み
の全方面において完全な、全知全能の
神様を表していると考えられます。

イスラエル旧市街のシナゴーグ
（ユダヤ教の会堂）の正面にある
イスラエル12部族のモザイク

嘆きの壁で祈る人々 建国以降、世界中から移民たちがベングリオン空港に到着した（2007）

へきぎょく

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。
2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。
現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。
日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。

栄子・スティーブンス



04 05

あなたは万物を創造し、あなたのみこころゆえに、
万物は存在し、また創造されたのですから

ヨハネの黙示録4章11節

用語が出てこなくなります。3章の終わ
りまでは、「教会」ということばが19回
出てきます。3章の終わりまでにはクリ
スチャンたちが登場していましたが、4
章からはイスラエルに関する用語がた
くさん出てきます。

これまでイエス様は、「わたしはアル
ファであり、オメガである」（黙1:8）と
いうような力強い名称が使われている、
教会の中心なるお方でした。

5章からは、「ユダ族から出た獅子、
ダビデの根」（5:5）という名称で表され
ています。また7章では「十四万四千
人」（7:4）が、イスラエルの12部族か
ら選ばれていることが明確に書かれて
います(7:3 ～ 8、14:1 ～ 5)。

この2千年の間、何の意味もないよう
に思われていたイスラエル用語ですが、

「この後、必ず起こる事」（4:1）だとされ
ていることは、終わりの日にイスラエ
ルの民が重要な立場にあることを示し
ているのでしょう。

20世紀半ばから、イスラエルという
国が実在していることからも、終わり
の日の近付いていることが分かります。

雰囲気が全く変わります。先に学んで
きた1章から3章までは、第一の幻でイ
エス・キリストの栄光が繰り返されて
いました。しかし、ここからは七つの
教会についての事柄から一変し、教会

天で見る未来の幻
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）は、
神様から与えられた四つの幻が書かれ
ています。これから学ぶ4章1節からは、

黙示録4章2節と3節、「たちまち私
は御霊に感じた。すると見よ。天に一
つの御座があり、その御座に着いてい
る方があり、その方は、碧玉や赤めの
うのように見え、その御座の回りには、
緑玉のように見える虹があった」。ここ
で、「たちまち、私は御霊に感じた」と、
ヨハネは御霊によって突然、地上から
天に連れ上げられていきます。「天に一
つの御座があり、その御座に着いてい
る方があり」と、ヨハネは天の至聖所、
神様のご臨在される場所に入っていま
す。「その方は、碧玉や赤めのうのよう
に見え、その御座の回りには、緑玉の
ように見える虹があった」と、神様の御
座の周辺について記しています。

「この後、必ず起こる事」だと念押しし
ておられます。

さて、これまでは、イエス・キリス
トの栄光のお姿と、現存の教会への
メッセージでしたが、ここから先は、
未来に起こる預言が伝えられていきま
す。ヨハネは天に上げられ、9章の終わ
りまで、天国で終末のメッセージがヨ
ハネに伝えられます。10章1節では、
御使いが雲に包まれ、天から地上に降
りてくる幻を見ます。11章15節から
19節では、ヨハネは再び天に戻ってい
ます。12章では地上で幻を見、14章で
は天国にいます。ヨハネ自身、時に天
にいるのか地にいるのか混乱しており、
まるで天と地の間を恍惚状態のように
行き来しているような様子です。

この後に必ず起こる事
黙示録4章1節、「その後、私は見た。

見よ。天に一つの開いた門があった。
また、先にラッパのような声で私に呼
びかけるのが聞こえたあの初めの声が
言った。『ここに上れ。この後、必ず起
こる事をあなたに示そう』」と、これま
で地球上で見ていた幻ではなく、今度
は天に開いていた門が見えています。

「先にラッパのような声で私に呼びかけ
るのが聞こえたあの初めの声」という
のは、黙示録1章で大祭司の姿で現れ
たイエス様のラッパのような声のこと
です。裁判官の姿で現れた時には、大
水のような恐ろしい声でした。「ここに
上れ。この後、必ず起こる事をあなた
に示そう」と、いよいよ未来の事を伝
えるのだと語られています。この事を、

2003年、アメリカ・ネブラスカ在住
のコルトン・バーポという4歳の男の子
が、盲腸破裂で危うく死にかけた時に、
天国に行った経験をしました。『天国は、
ほんとうにある』（2011 青志社）という
コルトン君の父が書いた本では、天国
が虹色だったことを描写しています。
そのほかにも、アメリカ・イリノイに
住む12歳の少女アキアネ・クラマリッ
クが天国に行った体験で、彼女もやは
り虹色の世界を描いており、今も天才
画家として知られています。

次に、黙示録4章4節では、「また、
御座の回りに二十四の座があった。こ
れらの座には、白い衣を着て、金の冠
を頭にかぶった二十四人の長老たちが
すわっていた」と書かれています。この
24人は誰なのでしょう。多くの神学者
は、12使徒とイスラエル12部族の頭た
ちで完成された教会を表していると考
えています。エペソ人への手紙2章14
節から16節ではこのように、実現の姿
であると古くから考えられています「キ
リストこそ私たちの平和であり、二つ
のものを一つにし、隔ての壁を打ちこ
わし、ご自分の肉において、敵意を廃
棄された方です。敵意とは、さまざま
の規定から成り立っている戒めの律法
なのです。このことは、二つのものを

セラフィムの賛美に参加して、24人
の長老は冠を頂くために忍耐してきた
のですが、彼らは神様の御前で冠を投
げ出しています。これは冠を捨ててい
るのではなく、神様の御前に立つ時、
冠を外しているのだと考えられます。
主からの最高のプレゼントですから、
永久に大切に、かぶらせて頂く冠です。
しかし、主は栄光と誉れと力とを受け
るにふさわしい方ですから、彼らは自
分たちが冠をかぶっていることを恥ず
かしく思い、へりくだってひれ伏しま
した。神学者の中には、彼らは主から
頂いたご褒美の冠を主にお返しして、
褒美を頂かなかった者たちと同じ立場
となり、へりくだっている様子を表し
ているのだという人もいます。

「みこころゆえに、万物は存在し、ま
た創造されたのですから」（黙4:11）と
は、創造の理由を語っています。私た
ちが存在しているのは、神様がそれを
お望みになったからです。私たちは主
を礼拝し、御心を行うために生まれて
きたのです。

で、エゼキエル書10章21節には、「四
つの翼を持っていた」ケルビムと同じよ
うな種類の天の生き物であると考えら
れます。彼らはイザヤ書6章3節でも、

「聖なる、聖なる、聖なる、万軍の主。
その栄光は全地に満つ」と叫んでいます。

「六つの翼があり、その回りも内側も目
で満ちていた」（黙4:8）というのは、六
つの羽はスピードを表し、目で満ちて
いるのは途切れのない警戒、または眠
ることがない偉大なる知識を表してい
るようです。

黙示録4章9節から11節、「また、こ
れらの生き物が、永遠に生きておられ
る、御座に着いている方に、栄光、誉
れ、感謝をささげるとき、二十四人の
長老は御座に着いている方の御前にひ
れ伏して、永遠に生きておられる方を
拝み、自分の冠を御座の前に投げ出し
て言った。『主よ。われらの神よ。あな
たは、栄光と誉れと力とを受けるにふ
さわしい方です。あなたは万物を創造
し、あなたのみこころゆえに、万物は
存在し、また創造されたのですから』」

四つの生き物と
翼のある天の生き物

黙示録4章6節から8節、「御座の前
は、水晶に似たガラスの海のようで
あった。御座の中央と御座の回りに、
前もうしろも目で満ちた四つの生き物
がいた。第一の生き物は、獅子のよう
であり、第二の生き物は雄牛のようで
あり、第三の生き物は人間のような顔
を持ち、第四の生き物は空飛ぶ鷲のよ
うであった。この四つの生き物には、
それぞれ六つの翼があり、その回りも
内側も目で満ちていた。彼らは、昼も
夜も絶え間なく叫び続けた。『聖なるか
な、聖なるかな、聖なるかな。神であ
られる主、万物の支配者、昔いまし、
今いまし、後に来られる方』」
「水晶に似たガラスの海」という光景は、
無風の湖がまるでガラスのように見え
る時のようです。地球上にはない美し
さなので、このような表現をしている
のでしょう。黙示録15章2節では「火
の混じった、ガラスの海のようなもの
を見た」（15:2）ということばが再び使
われています。四つの生き物で、「第一
の生き物は、獅子のよう」というのは、
野獣の王を象徴しています。「第二の生
き物は雄牛のよう」とは家畜の王を象徴
しています。「第三の生き物は人間のよ
うな顔を持ち」とは、地上の支配者であ
る人間です。「第四の生き物は空飛ぶ鷲
のよう」と、鳥の王を現しています。

これらの生き物が、創造主の御業を
いつもほめたたえている様子を伝えて
います。天の生き物は霊の生き物で、
地の生き物は肉なる生き物です。神様
は、天にも地にも同じような顔をした
生き物を創造されたとも考えられます。

六つの翼があります。これは、イザ
ヤ書6章2節で、「六つの翼があり」と
言われたセラフィムと呼ばれた生き物

わし

ご自身において新しいひとりの人に造
り上げて、平和を実現するためであり、 
また、両者を一つのからだとして、十
字架によって神と和解させるためなの
です。敵意は十字架によって葬り去ら
れました」

長老ですから天使ではありません。
しかし、教会の聖徒であるとは書かれ
ていません。彼らがかぶっている金の
冠は、ギリシャ語のステパノスです。
勝利を得た者が褒美に頂く冠なのです。

「白い衣を着ている」と言うだけでは、
誰なのかが分かりませんが、勝利者が
頂く冠をかぶっていますから御使いで
はないと思われます。恐らく、12使徒
とその他特別に選ばれた、イエス様の
救いを受けている12人の人間だと考え
られます。

黙示録4章5節、「御座からいなずま
と声と雷鳴が起こった。七つのともし
びが御座の前で燃えていた。神の七つ
の御霊である」。「いなずまと声と雷鳴が
起こった」とは、神様のご臨在を現わし、

「七つのともしび」は神様の栄光である
シャカイナグローリーを現しています。

「神の七つの御霊である」とは、神様の
力、名誉、富、知恵、愛、あわれみ、恵み
の全方面において完全な、全知全能の
神様を表していると考えられます。
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あなたは万物を創造し、あなたのみこころゆえに、
万物は存在し、また創造されたのですから

ヨハネの黙示録4章11節

用語が出てこなくなります。3章の終わ
りまでは、「教会」ということばが19回
出てきます。3章の終わりまでにはクリ
スチャンたちが登場していましたが、4
章からはイスラエルに関する用語がた
くさん出てきます。

これまでイエス様は、「わたしはアル
ファであり、オメガである」（黙1:8）と
いうような力強い名称が使われている、
教会の中心なるお方でした。

5章からは、「ユダ族から出た獅子、
ダビデの根」（5:5）という名称で表され
ています。また7章では「十四万四千
人」（7:4）が、イスラエルの12部族か
ら選ばれていることが明確に書かれて
います(7:3 ～ 8、14:1 ～ 5)。

この2千年の間、何の意味もないよう
に思われていたイスラエル用語ですが、

「この後、必ず起こる事」（4:1）だとされ
ていることは、終わりの日にイスラエ
ルの民が重要な立場にあることを示し
ているのでしょう。

20世紀半ばから、イスラエルという
国が実在していることからも、終わり
の日の近付いていることが分かります。

雰囲気が全く変わります。先に学んで
きた1章から3章までは、第一の幻でイ
エス・キリストの栄光が繰り返されて
いました。しかし、ここからは七つの
教会についての事柄から一変し、教会

天で見る未来の幻
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）は、
神様から与えられた四つの幻が書かれ
ています。これから学ぶ4章1節からは、

黙示録4章2節と3節、「たちまち私
は御霊に感じた。すると見よ。天に一
つの御座があり、その御座に着いてい
る方があり、その方は、碧玉や赤めの
うのように見え、その御座の回りには、
緑玉のように見える虹があった」。ここ
で、「たちまち、私は御霊に感じた」と、
ヨハネは御霊によって突然、地上から
天に連れ上げられていきます。「天に一
つの御座があり、その御座に着いてい
る方があり」と、ヨハネは天の至聖所、
神様のご臨在される場所に入っていま
す。「その方は、碧玉や赤めのうのよう
に見え、その御座の回りには、緑玉の
ように見える虹があった」と、神様の御
座の周辺について記しています。

「この後、必ず起こる事」だと念押しし
ておられます。

さて、これまでは、イエス・キリス
トの栄光のお姿と、現存の教会への
メッセージでしたが、ここから先は、
未来に起こる預言が伝えられていきま
す。ヨハネは天に上げられ、9章の終わ
りまで、天国で終末のメッセージがヨ
ハネに伝えられます。10章1節では、
御使いが雲に包まれ、天から地上に降
りてくる幻を見ます。11章15節から
19節では、ヨハネは再び天に戻ってい
ます。12章では地上で幻を見、14章で
は天国にいます。ヨハネ自身、時に天
にいるのか地にいるのか混乱しており、
まるで天と地の間を恍惚状態のように
行き来しているような様子です。

この後に必ず起こる事
黙示録4章1節、「その後、私は見た。

見よ。天に一つの開いた門があった。
また、先にラッパのような声で私に呼
びかけるのが聞こえたあの初めの声が
言った。『ここに上れ。この後、必ず起
こる事をあなたに示そう』」と、これま
で地球上で見ていた幻ではなく、今度
は天に開いていた門が見えています。

「先にラッパのような声で私に呼びかけ
るのが聞こえたあの初めの声」という
のは、黙示録1章で大祭司の姿で現れ
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です。裁判官の姿で現れた時には、大
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上れ。この後、必ず起こる事をあなた
に示そう」と、いよいよ未来の事を伝
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2003年、アメリカ・ネブラスカ在住
のコルトン・バーポという4歳の男の子
が、盲腸破裂で危うく死にかけた時に、
天国に行った経験をしました。『天国は、
ほんとうにある』（2011 青志社）という
コルトン君の父が書いた本では、天国
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そのほかにも、アメリカ・イリノイに
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次に、黙示録4章4節では、「また、
御座の回りに二十四の座があった。こ
れらの座には、白い衣を着て、金の冠
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は、12使徒とイスラエル12部族の頭た
ちで完成された教会を表していると考
えています。エペソ人への手紙2章14
節から16節ではこのように、実現の姿
であると古くから考えられています「キ
リストこそ私たちの平和であり、二つ
のものを一つにし、隔ての壁を打ちこ
わし、ご自分の肉において、敵意を廃
棄された方です。敵意とは、さまざま
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のですが、彼らは神様の御前で冠を投
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るのではなく、神様の御前に立つ時、
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永久に大切に、かぶらせて頂く冠です。
しかし、主は栄光と誉れと力とを受け
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かしく思い、へりくだってひれ伏しま
した。神学者の中には、彼らは主から
頂いたご褒美の冠を主にお返しして、
褒美を頂かなかった者たちと同じ立場
となり、へりくだっている様子を表し
ているのだという人もいます。

「みこころゆえに、万物は存在し、ま
た創造されたのですから」（黙4:11）と
は、創造の理由を語っています。私た
ちが存在しているのは、神様がそれを
お望みになったからです。私たちは主
を礼拝し、御心を行うために生まれて
きたのです。

で、エゼキエル書10章21節には、「四
つの翼を持っていた」ケルビムと同じよ
うな種類の天の生き物であると考えら
れます。彼らはイザヤ書6章3節でも、

「聖なる、聖なる、聖なる、万軍の主。
その栄光は全地に満つ」と叫んでいます。

「六つの翼があり、その回りも内側も目
で満ちていた」（黙4:8）というのは、六
つの羽はスピードを表し、目で満ちて
いるのは途切れのない警戒、または眠
ることがない偉大なる知識を表してい
るようです。

黙示録4章9節から11節、「また、こ
れらの生き物が、永遠に生きておられ
る、御座に着いている方に、栄光、誉
れ、感謝をささげるとき、二十四人の
長老は御座に着いている方の御前にひ
れ伏して、永遠に生きておられる方を
拝み、自分の冠を御座の前に投げ出し
て言った。『主よ。われらの神よ。あな
たは、栄光と誉れと力とを受けるにふ
さわしい方です。あなたは万物を創造
し、あなたのみこころゆえに、万物は
存在し、また創造されたのですから』」

四つの生き物と
翼のある天の生き物

黙示録4章6節から8節、「御座の前
は、水晶に似たガラスの海のようで
あった。御座の中央と御座の回りに、
前もうしろも目で満ちた四つの生き物
がいた。第一の生き物は、獅子のよう
であり、第二の生き物は雄牛のようで
あり、第三の生き物は人間のような顔
を持ち、第四の生き物は空飛ぶ鷲のよ
うであった。この四つの生き物には、
それぞれ六つの翼があり、その回りも
内側も目で満ちていた。彼らは、昼も
夜も絶え間なく叫び続けた。『聖なるか
な、聖なるかな、聖なるかな。神であ
られる主、万物の支配者、昔いまし、
今いまし、後に来られる方』」
「水晶に似たガラスの海」という光景は、
無風の湖がまるでガラスのように見え
る時のようです。地球上にはない美し
さなので、このような表現をしている
のでしょう。黙示録15章2節では「火
の混じった、ガラスの海のようなもの
を見た」（15:2）ということばが再び使
われています。四つの生き物で、「第一
の生き物は、獅子のよう」というのは、
野獣の王を象徴しています。「第二の生
き物は雄牛のよう」とは家畜の王を象徴
しています。「第三の生き物は人間のよ
うな顔を持ち」とは、地上の支配者であ
る人間です。「第四の生き物は空飛ぶ鷲
のよう」と、鳥の王を現しています。

これらの生き物が、創造主の御業を
いつもほめたたえている様子を伝えて
います。天の生き物は霊の生き物で、
地の生き物は肉なる生き物です。神様
は、天にも地にも同じような顔をした
生き物を創造されたとも考えられます。

六つの翼があります。これは、イザ
ヤ書6章2節で、「六つの翼があり」と
言われたセラフィムと呼ばれた生き物

わし

ご自身において新しいひとりの人に造
り上げて、平和を実現するためであり、 
また、両者を一つのからだとして、十
字架によって神と和解させるためなの
です。敵意は十字架によって葬り去ら
れました」

長老ですから天使ではありません。
しかし、教会の聖徒であるとは書かれ
ていません。彼らがかぶっている金の
冠は、ギリシャ語のステパノスです。
勝利を得た者が褒美に頂く冠なのです。

「白い衣を着ている」と言うだけでは、
誰なのかが分かりませんが、勝利者が
頂く冠をかぶっていますから御使いで
はないと思われます。恐らく、12使徒
とその他特別に選ばれた、イエス様の
救いを受けている12人の人間だと考え
られます。

黙示録4章5節、「御座からいなずま
と声と雷鳴が起こった。七つのともし
びが御座の前で燃えていた。神の七つ
の御霊である」。「いなずまと声と雷鳴が
起こった」とは、神様のご臨在を現わし、

「七つのともしび」は神様の栄光である
シャカイナグローリーを現しています。

「神の七つの御霊である」とは、神様の
力、名誉、富、知恵、愛、あわれみ、恵み
の全方面において完全な、全知全能の
神様を表していると考えられます。
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日本人に向けた聖書の終末論を

2021年3月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

神はモーセに仰せられた。「わたしは『わたしはある』という者である。」出エジプト記3章14節　　

現在、オメガ新刊小冊子のVoice From Revelation シリーズVol.1『イエス・キリストはもう一度来られる』の
予約注文が増え、大変感謝しております。昨年末に出版した『聖書のことばはその通りになる』も、エゼキ
エル書38章39章を軸に、終末の時代に生きていることを明確に教えられる内容です。主をさらに愛し、共
にとりなし祈る時、分かりやすい聖書の解説書として用いられていることを重ねて感謝いたします。日本全
国より皆様からの感想が届いています。ありがとうございます。

栄子・スティーブンス（以下、栄子師）は、1990年代にイスラエルに移住し、日本との間を行き来しなが
ら、「聖書の預言は新聞より明らかである」と、日本の教会に向けて「荒野で叫ぶ者の声」を上げました。当
時、旧ソ連やエチオピアから数千人規模のユダヤ人が帰還してきたのを目の当たりにしていたころでした。
その後、アメリカに拠点を移し、2019年は5回の来日中に幻冬舎大学の講師を務め、また日本CGNTV

『シャロームイスラエルseasonⅡ』20話の収録も行いました。さらに、第1回から第3回のイスラエル＆
ヨルダンツアーのチャプレンとして、黙示録の舞台であるペトラから、未来の預言についての「ヨハネの
黙示録セミナー」も開催。第3回のツアー時には、日本CGNTVのドキュメンタリー番組『人生のターニング
ポイント』も現地収録され、さらにその後『イエスの足跡』（全10話）が制作され、いつでもどこでも福音の
メッセージ！『SOON』として番組が公開されています。
　
また栄子師は今、混迷する世界情勢、世の闇が深くなることをアメリカの地においても感じています。世
界のターニングポイントを通過している中で、深い呻き、激しい心の痛みを感じながら、今はイスラエルと日
本の救いと世界のためにとりなし、アメリカで祈りの日々を送っています。約10年前からは、本格的に日
本人に向けた終末論を語るように導かれ、オメガの活動がスタートしました。
栄子師にとって、平穏な日々の中にいる日本人にとっては、終末論は遠い未来のことだと思えていましたが、

「今、準備していてよかった」「神の御声に従ってよかった」と確信をもって緊急自粛期間の中を過ごして
います。そして日本の教会の皆様への感謝と、祈りを捧げてくださっています。再会の日が近付くにつれ、
喜びに包まれていきます。皆様の愛と祈りによる支えを心より感謝申し上げます。

現在、栄子師は、5月～6月ごろの出版に向け、新刊原稿を執筆中です。終末時代を生きる私たちは、聖書が
預言書であることを受け取り、聖書の世界に生きるようになり、恐れではなく主の下さる平安と愛に包まれ
ます。完結編シリーズ第2弾は「イスラエルの七つの例祭」から、分かりやすい聖書預言の解説をいたし
ます。どうぞ共に祈り、今、語るべきことを伝える一冊となりますよう覚えてお祈りください。日本人が、
聖書は預言書であるということを知り、父なる神の愛、主イエス・キリストの大いなる救いと、聖霊のあらゆる
恵みを受け取ることができますよう、今月も皆様と共に、日本全国にある教会の守りと祝福を祈り、主に
お仕えしてまいります。
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分かりやすい黙示録の新小冊子シリーズ

難解と言われるヨハネの黙示録を読み始める前に、おすすめの1冊です！

終末に起こる事の順序を示す黙示録
ダニエル書の「70週」について
四つの馬について
イスラエルの民の逃亡
エドムの地にあるペトラ（ボツラ）
再臨の五つの目的

【背景写真】ペトラ（ヘブライ語でボツラ）：大患難時代の後半にイスラエルの民が反キリストの軍勢から逃れ、民族的に悔い改め、主を呼ぶ場所。
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─この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、
そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。時が近づいているからである。

予約注文、大変ご好評を頂いております。
詳細は、添付のチラシをご覧ください。

ヨハネの黙示録1章3節
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聖書は預言書であるということを知り、父なる神の愛、主イエス・キリストの大いなる救いと、聖霊のあらゆる
恵みを受け取ることができますよう、今月も皆様と共に、日本全国にある教会の守りと祝福を祈り、主に
お仕えしてまいります。
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分かりやすい黙示録の新小冊子シリーズ

難解と言われるヨハネの黙示録を読み始める前に、おすすめの1冊です！

終末に起こる事の順序を示す黙示録
ダニエル書の「70週」について
四つの馬について
イスラエルの民の逃亡
エドムの地にあるペトラ（ボツラ）
再臨の五つの目的

【背景写真】ペトラ（ヘブライ語でボツラ）：大患難時代の後半にイスラエルの民が反キリストの軍勢から逃れ、民族的に悔い改め、主を呼ぶ場所。
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─この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、
そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。時が近づいているからである。

予約注文、大変ご好評を頂いております。
詳細は、添付のチラシをご覧ください。

ヨハネの黙示録1章3節
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神はモーセに仰せられた。「わたしは『わたしはある』という者である。」出エジプト記3章14節　　

現在、オメガ新刊小冊子のVoice From Revelation シリーズVol.1『イエス・キリストはもう一度来られる』の
予約注文が増え、大変感謝しております。昨年末に出版した『聖書のことばはその通りになる』も、エゼキ
エル書38章39章を軸に、終末の時代に生きていることを明確に教えられる内容です。主をさらに愛し、共
にとりなし祈る時、分かりやすい聖書の解説書として用いられていることを重ねて感謝いたします。日本全
国より皆様からの感想が届いています。ありがとうございます。

栄子・スティーブンス（以下、栄子師）は、1990年代にイスラエルに移住し、日本との間を行き来しなが
ら、「聖書の預言は新聞より明らかである」と、日本の教会に向けて「荒野で叫ぶ者の声」を上げました。当
時、旧ソ連やエチオピアから数千人規模のユダヤ人が帰還してきたのを目の当たりにしていたころでした。
その後、アメリカに拠点を移し、2019年は5回の来日中に幻冬舎大学の講師を務め、また日本CGNTV

『シャロームイスラエルseasonⅡ』20話の収録も行いました。さらに、第1回から第3回のイスラエル＆
ヨルダンツアーのチャプレンとして、黙示録の舞台であるペトラから、未来の預言についての「ヨハネの
黙示録セミナー」も開催。第3回のツアー時には、日本CGNTVのドキュメンタリー番組『人生のターニング
ポイント』も現地収録され、さらにその後『イエスの足跡』（全10話）が制作され、いつでもどこでも福音の
メッセージ！『SOON』として番組が公開されています。
　
また栄子師は今、混迷する世界情勢、世の闇が深くなることをアメリカの地においても感じています。世
界のターニングポイントを通過している中で、深い呻き、激しい心の痛みを感じながら、今はイスラエルと日
本の救いと世界のためにとりなし、アメリカで祈りの日々を送っています。約10年前からは、本格的に日
本人に向けた終末論を語るように導かれ、オメガの活動がスタートしました。
栄子師にとって、平穏な日々の中にいる日本人にとっては、終末論は遠い未来のことだと思えていましたが、

「今、準備していてよかった」「神の御声に従ってよかった」と確信をもって緊急自粛期間の中を過ごして
います。そして日本の教会の皆様への感謝と、祈りを捧げてくださっています。再会の日が近付くにつれ、
喜びに包まれていきます。皆様の愛と祈りによる支えを心より感謝申し上げます。

現在、栄子師は、5月～6月ごろの出版に向け、新刊原稿を執筆中です。終末時代を生きる私たちは、聖書が
預言書であることを受け取り、聖書の世界に生きるようになり、恐れではなく主の下さる平安と愛に包まれ
ます。完結編シリーズ第2弾は「イスラエルの七つの例祭」から、分かりやすい聖書預言の解説をいたし
ます。どうぞ共に祈り、今、語るべきことを伝える一冊となりますよう覚えてお祈りください。日本人が、
聖書は預言書であるということを知り、父なる神の愛、主イエス・キリストの大いなる救いと、聖霊のあらゆる
恵みを受け取ることができますよう、今月も皆様と共に、日本全国にある教会の守りと祝福を祈り、主に
お仕えしてまいります。
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く方法で、導くタイミングで歩き続ける
ことの大切さと難しさ。出版に向けての

「お仕事」と向かい合いながら、栄子先生
と共に歩かせて頂いたこの数年の一つ一
つ、それまで先生が歩いて来られた道、
そして今現在歩いておられる道と、その
歩き方に思いを馳せずにはいられません。
聖書の中を生きるような栄子先生の人生。
イエス様に500%、いえ1000%信頼を
寄せ切って歩かれるそのお姿に、神様は
わたしたち人間一人一人にご計画がおあ
りになる、だからそれぞれが、宇宙開闢
の時からただ一つの「オートクチュール
の人生」を頂いているのだ。。そのことを
細胞レベルという感覚で感じ、改めて主
を見上げずにはいられません。

そしてそれは同時に、私自身の人生に
も思いを馳せる尊い時間にもなっている
ことに気付かされます。

16代目の直系の長男でありながら、
我が家の家系で初めてクリスチャンに
なった祖父のことも、そしてその人が、
日本中が大騒ぎとなった殺人事件の被害
者になったことも、そしてそのことが原
因となり、私自身はクリスチャンに対す
る激しいアレルギーを持って成長したこ
とも、抱えた悲しみを超える唯一の道が
オペラや音楽芸術であったことも、祖父
の殺人事件がきっかけになって、法律家

神の啓示を受けて200万人とも言われ
るユダヤの民を率いて、約束の土地カナ
ンを目指しエジプトを出たモーセ。十戒
を与えられたシナイ山で、彼は神様から
幕屋を立てるように命じられます。その
作り方は、「こんなことまで？」と思うほ
ど、細部にわたって神様がご指示なさい
ます。そしてその何から何まで細部に渡
るまで、モーセはその通りに作ります、
主に言われた通りに。

幕屋はヘブライ語でミシュカンと呼ば
れ、共に「住む」という意味を持つのだ
そうです。地上の全ての民族を救うこと
を目的として、そのためにお選びになっ
た、ご自分の「宝の民」をカナンの地ま
で守るために、共にお住まいになるため
の場所、幕屋。そこには神のご臨在があ
り、シャカイナ・グローリー（神のご臨
在を、私たち人間が目に見える形で現し
てくださるもの）である雲の柱がユダヤ
の民を導き、彼らは宿営を張って留まる
のも、そこを発っていくのも、常にその
雲の柱に合わせて行動を決めたことがわ
かります。止まるのも動くのも、自分た
ちの思いや希望、スケジュールではなく、
自分たちを守って下さるという絶対的な
信頼を寄せる「神のスケジュール」に合
わせたのです。

神様のスケジュール。。
主の前を歩かずに、主が導く道を、導

モーセの幕屋のレプリカ（ネゲブのティムナパーク）

かいびゃく

を目指して大学に入りながら音楽の道を
歩むことになったことも、アジア史上最
高のテノール歌手と出逢いながら、その
わずか3年後に彼が甲状腺癌になって声
を失ったことも、そして彼の声を取り戻
すために必死で東奔西走したことも、そ
してそのことが我々が生きている間に国
際映画になったことも、一度は死を覚悟
するような映画制作の過程で家内と結ば
れ娘を授かったことも、その映画を見ら
れて感激された日野原重明先生と出会い、
その最後の3年間をご一緒し、先生の最
後の御本をまとめることになった事
も、、、。そこには全て、神さまのご意志
があったのだ、、、改めてそう感じずには
いられないのです。

日野原重明先生は世界で初めてとなっ
たハイジャック「よど号事件」で、乗客
として人質になるという経験をされまし
た。生きて飛行機を降り、足で大地を踏
みしめた時「これからは一瞬たりとも自
分のために生きる人生をやめよう」と深
く心に誓い、それから本当の日野原重明
という人生が始まったと語ってください
ました。その時、先生は58歳。そして
私も今年あと数ヶ月で、その時の先生と
同じ歳になります。不思議な思いに包ま
れるのです。

インマヌエルであるお方が、電子顕微
鏡で見ても見えないほどの、小さい小さ
い存在である私自身の人生にも、しっか
りとご計画に基づいて、私の知らないう
ちから今に至るまで、これほどご介在を
くださっていることに、慄くような感謝
の中で、これまでの人生に起きた全ては
ここに至る為であったのだ、、そう感じ
ながら栄子先生の書籍出版と向き合って
います。

私自身を受け渡し、聖霊様の導きに従
うことのできる者となることができます
よう、どうか引き続き皆様のお祈りをお
願いいたします。

ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
とうたろうわじま

先月のこのオメガ・ニュースレターで、昨年出版の予定であった、
聖書が預言書であることを伝える栄子・スティーブンス先生による
書籍の出版に向けて、いよいよ稼働し始めたことをお伝えいたしました。
多くの皆様からの祈りの支援をいただく毎日の中で、
主の導きに従うことの大切さを受け取りながら進んでいます。

見よ、乙女が身ごもって、男の子を産み、
その名をインマヌエルと呼ぶ。（イザヤ書7章14節）
インマヌエルとは、「神が共におられる」ということ。。
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りました。1月31日の朝にチームの結
成が決まったのですが、その日の夜は3
カ月続けてきたノンクリスチャンも含
む10名ほどの学び会の最終日でした。
何とそのホストが私で、江藤・原姉妹も
参加者として入っていたのです！まだ昨
年の2月3日はイスラエルに行く前で、
私の講壇での最初のメッセージがイスラ
エルで始まり、共にツアーに行った二人
とチームを組むことは誰が予想できたで
しょう。メッセージを取り次ぐプロセス
において、主がどれほどイスラエルの民
を愛しているかを痛いほど感じ、涙が止
まらず聖霊に満たされてメッセージを取
り次がせていただくことができました。
これまで教会のハイナイトは少人数で祈
りを積んできたのですが、この2月3日
の礼拝動画はすでにオンラインで830
回再生されていて、主がブレイクスルー
を起こしてくださいました。この日を境
に、教会にまたイスラエルとエルサレム

感動によって、また聖霊体験をするこ
とができました。洗礼日には、何と私
が初めて教会で礼拝の司会を担当させ
ていただき、洗礼式の準備担当にもな
りました。さらに驚くことにSNSで出
てきた思い出で、私が人生で初めて前
職の社長に教会に連れていっていただ
いたのがちょうど5年前の同じ12月20
日であることを知ったのです！

礼拝メッセージを取り次ぐ
三つ目は礼拝で講壇からメッセージ

をさせて頂くことになった奇跡です。2
月3日の水曜日、教会での夜礼拝にて初
めて主からのメッセージを取り次ぐ光
栄にあずかりました。その日は教会を
挙げてイスラエルのために祈るハイナ
イト礼拝をすることになり、一緒にイ
スラエルツアーに行った江藤姉妹、原
姉妹、そして以前からハイナイトを続
けてきた高井兄弟との4人でチームにな

（上左）第20回日本CBMC国家朝餐祈祷会での代表祈祷／（上右）12月20日妻の洗礼式
（下左）2月3日のハイナイト礼拝で初のメッセージ／（下右）2月15日に自宅のテラスから虹を望む

の平和のために祈る思いが増し加えられ
ています。

パンデミックや地震によって主の産
みの苦しみを感じながらも、こうして
一歩一歩主のご計画を共に実現できて
いることに言葉に表せない喜びを感じ
ています。そしてこの原稿をほぼ書き
上げた時に、何とまた主がきれいな虹
を出してくださいました！
「神のなさることは、すべて時にか
なって美しい。神はまた、人の心に永
遠を与えられた。しかし人は、神が行
うみわざの始まりから終わりまでを見
極めることができない」(伝道者の書3
章11節)

2月17日には黙示録のみことばから
またメッセージをさせていただく予定
です。主のご再臨に向けてこれからも
主の完璧なタイミングを信頼しながら、
委ねて進んでいきたいと思います。

ツアーから帰国した後は、新型コロ
ナウイルスのパンデミックにより世界
的な混乱と苦境が待っていました。主
による召命があったものの、私が勤め
ていたコンサルティング企業も感染対
策を余儀なくされて売上が減少しまし
た。社会的にも不安定な状況の中で、

「果たして私はこのまま退職して大丈夫
なのだろうか」と思うこともありまし
た。それでも主からの招きを信じて祈
り続け、私をクリスチャンに導いてく
れた社長と話し合いを進めていきまし
た。そして応援していただきながら昨
年9月末に退職し、10月からは21世紀
キリスト教会に献身、学びと教会での
奉仕がスタートしました。今日は特に

先生始めオメガ・ジャパン関係者がた
くさんこの祈祷会に関わることができ
たのも、主がずっと以前から準備され
ていたご計画であったと思います。終
了後は、何度お祈りをしても主から「あ
りがとう」としか返答がなく、号泣しな
がら聖霊体験をさせていただくことが
できました。

妻の救い
二つ目は、妻の救いの奇跡です。昨

年12月20日のクリスマス礼拝後に、
最愛の妻、麻樹が洗礼を受けました。
私がクリスチャンになってからずっと
祈り、福音を伝え続けてきましたが、
言い過ぎてぶつかったこともありまし
た。妻は私が昔うつ状態にあった時も
一言も不安も不満も言わず、今回の献
身においても私の気持ちを尊重して支
えてくれる人生最大のパートナー。一
番に救いを祈っていました。振り返る
と妻は不思議と昨年4月にキリスト教精
神に基づいた保育園で働くことになり、
よりイエス様を知り、神様の守りをた
くさん感じる体験をすることができた
ようです。洗礼前のプロセスでは、ど
こか私の力で伝道しようとしていたこ
とにある日気付かされ、アベルが最上
のものを捧げたようにまずは妻の存在
をキリストの花嫁として捧げることが
示されました。たくさんの悔い改めと

21世紀キリスト教会
和泉 大

ひろしいずみ

この原稿の締切日2月16日がまさに私の祈りに応えて
主が死海で虹を出してくださった召命の日であり、
すべての事を寸分の狂いなく成し遂げられる
主イエスの偉大さを感じずにはいられません。

時を支配する主の奇跡
人生のターニングポイントとなった昨年2月の
オメガのイスラエルツアーからちょうど1年がたちました─

三つの事を証しさせていただきたいと
思います。

イスラエルへの国家祈祷
一つ目は、11月に事務局長として開

催させていただいた第20回日本CBMC
国家朝餐祈祷会における奇跡です。こ
の記念すべき回で栄子・スティーブン
ス先生がアメリカから動画で代表祈祷
をされることになりました。複数の代
表祈祷の中でこの祈りだけが大画面で、
全員でイスラエルとエルサレムの平和
への祈りを捧げることができたことで、
会場の空気が一変したのを感じました。
代表祈祷は全体のバランスを見ながら
実行委員会会議で決定するため、栄子
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大好評！！
『シャロームイスラエル
SeasonⅡ』（全20話）

日本CGNTVドキュメンタリー番組
『ターニングポイント～人生を変えた旅～』 　　

ご視聴はCGNTV、YouTube共に
「シャロームイスラエルシーズン2」
で検索　　

1
祈りの課題

2

七つの祭り（レビ記23章）」についての内容で、栄子・スティーブン
スの書き下ろし執筆中です。聖書の預言の実現が加速している今、
神の真実な愛を日本の人々に伝えるため、イスラエルの七つの例祭
について分かりやすく解説いたします。新しい時代に備えるオメガ
の出版活動を覚えてお祈りください。

ビル＆栄子・スティーブンス夫妻のために
　お祈りをありがとうございます。アメリカにおられるご夫妻
の健康と生活が格別に守られるように。現在、新小冊子の原稿
執筆中です。栄子師の執筆活動の上に、ますます油注ぎがあります
ように。

Omega Japan

Contents

02 Message　栄子・スティーブンス Greetings　横田 聖子07

10 Special 2 　和泉 大氏

日本人に向けた聖書の終末論を

Special 1 　輪嶋 東太郎氏08
見よ、乙女が身ごもって、男の子を産み、
その名をインマヌエルと呼ぶ。（イザヤ書7章14節）

インマヌエルとは、「神が共におられる」ということ。。

Infomation12
2021年主題聖句／お知らせ／祈りの課題 他

時を支配する主の奇跡

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.9

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、
幸いである。時が近づいているからである。ヨハネの黙示録1章3節

2021年 主題聖句

感謝価格　 1冊 ￥650（税込）

10冊以上で1冊 ￥500（税込）

O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r 107
2021 MAR. issue

n°
─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

定価￥770（税込）　 ￥420（税込）

3月31日まで新小冊子発売感謝
としてご提供いたします。

定価￥550（税込）　

①FAX ②電話 ③Eメール（本文にお届け先ご住所、お名前、ご注文数の記入をお願いいたします。）

未来の預言―その1『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

横溝文夫氏
（ワードオブライフクリスチャンセンター横浜）

和泉大氏
（21世紀キリスト教会）

YouTube

日本CGNTV
サイト内

難解と言われるヨハネの黙示録を読み始める前に、おすすめの一冊です！！

イエス・キリストは
もう一度来られる 
～黙示録ダイジェスト～

小冊子完結編シリーズ
Voice From Revelation Vol.1

聖書のことばは
その通りになる

イスラエルの歴史と
日本のリバイバルの関係シリーズ Vol.4

ご注文方法

入荷後順次発送いたします。くわしくは添付のチラシをご覧ください。

New

イスラエル旧市街のユダヤ人居住地区の通りにあるイスラエル12部族のモザイク


